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呼 吸器感染症 に対 す るNM441の 臨床 的検 討

中 西 通 泰

医仁会武田総合病院呼吸器科*

NM441を 各種呼吸器感染症12例 に1回200mg1日2回 経口投与 し,臨 床検討を行った結果,「 著

効」2例,「 有効」9例,「 無効」1例 の成績 を得,有 効率は91.7%で あった。1症 例 より起炎菌が分離

され,細 菌学的効果は 「消失」であった。副作用および臨床検査値異常変動は全症例 において認められ

なかった。以上の結果 より,本 剤は呼吸器感染症において有用性が得られることが確認された。
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NM441は 日本新薬株式会社で合成された新規 キノロ

ン系合成抗菌剤で,上 部消化管より吸収 された後,速 や

かに代謝 されオキソジオキソレニルメチル基が離脱 した

舌性本体NM394と して体内に分布する1)。

NM394は グラム陽性菌および陰性菌に対 して幅広い

抗菌スペク トルと強い殺菌力を示 し,特 にPseudomonas

aeruganosaを 含 むグラム陰性菌の実験的感染症 に優れ

た抗菌力を示す2.3)。

今回,各 種呼吸器感染症に本剤 を使用する機会を得た

ので,12症 例の臨床成績を報告する。

平成5年1月 から平成5年7月 に医仁会武田総合病院

呼吸器科を受診 した症例のうち本剤感受性の細菌が分離

された症例,あ るいはこれ らの菌 による呼吸器感染の疑

われた20歳 以上80歳 未満の症例 を対象 とした。重篤 ま

たは進行性の基礎疾患 ・合併症 を有 し,本 剤の有効性 ・

安全性の判定が困難な症例,高 度の心,肝,腎 機能障害

を有する症例,そ の他担当医師が不適当と判断した症例

等は対象から除外 した。患者 には本試験開始に先立 ち,

試験の目的 ・方法,予 想される副作用などについて十分

説明し,試 験参加の同意を得た。

症例の内訳 は41歳 から79歳 までの男性5例,女 性7

例であり全症例入院患者であった。投与方法はいずれも

1回200mg,1日2回 食後経 口投与であり,投 与日数は

6～32日 間であった。疾患の内訳は,気 管支拡張症の感

染時2例,肺 炎8例,マ イコプラズマ肺炎1例,肋 膜炎

1例 であった。

臨床効果判定は体温,咳 漱,喀痰 量・性状,呼 吸困難,

胸部ラ音,胸 痛,脱 水症状,チ アノーゼ等の自他覚症状

改善度,胸 部X線 所見,臨 床検査値の推移等 をもとに

担当医師が総合的に 「著効」,「有効」,「やや有効」,「無

効」の4段 階で判定 した(Table 1)。 また,投 与前後に

分離菌の同定および感受性試験を実施 し,起 炎菌の消長

をもとに細菌学的効果を 「消失」,「減少 または部分消

失」,「菌交代」,「不変」の4段 階で判定した(Table 1)。

投与期間中は副作用の発現に留意 し,臨 床検査は原則と

して,投 与前,中,後 に行い,Table 2に 投与前後の成績

Table 1. Clinical summary

* Before treatment/

After treatment

BW : Body weight
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Table 1. Continued

* Before treatment/

After treatment

BW : Body weight

Table 2. Laboratory findings

B: Before treatment

A: After treatment
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を示 した。

臨床効果は 「著効」2例,「 有効」9例 および 「無効」

1例 で,有 効率は91.7%(11例/12例)で あった。マイ

コプラズマ肺炎の1症 例 は投与開始後マイコプラズマ抗

体の上昇(IHA抗 体:<40→1,280≦)が 判明した症例

で,解 熱傾向がみられたが他症状の改善を認めなかった

た め,「 無効」 と判 定 した。気管 支拡 張症1例 か ら

Staphylococcus aureus, Klebsiella pneumontaeが 分離

され,消 失 した。副作用および臨床検査値異常変動は認

められなかったo

NM441の473例 の呼吸器感染症 に対する成績集計の

結果,1日 投与量400mgに おける有効率 は84.1%で あ

り,肺 炎85.1%,気 管支拡張症(感 染時)76.2%等 と良

好な成績が報告されている4)。今回経験 した12症 例のう

ち8症 例を肺炎がしめたが,す べて 「有効」以上 と優れ

た成績であった。全症例においても有効率91.7%と 良好

な成績を得た。

以上より,本 剤は各種呼吸器感染症に対 し,1日400

mgの 用量 で十分な有用性 が得 られることが確認 され

た。
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Clinical studies on NM441 in the treatment of respiratory infections

Michiyasu Nakanishi

Chest Department, Izinkai Takeda General Hospital

28-1 Moriminami-cho Ishida, Fushimi-ku, Kyoto 601-13, Japan

NM441, a new oral thiazeto-quinoline, was applied to the treatment of 12 patients with respiratory
infections. The drug was administered orally, virtually 400mg/day, b. i. d. for the period of 6 to 32 days.
The clinical effects were excellent in 2 cases, good in 9 cases and poor in 1 case, and the efficacy rate was
91.7%. There were no adverse reactions and abnormal laboratory findings in any patients.


